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■
テ
レ
ビ
東
京
「
人
生
最
高
の
終
わ

り
方
」

　

２
夜
連
続
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ペ
シ

ャ
ル
ド
ラ
マ
。

　

南
沢
奈
央
さ
ん
扮
す
る
女
子
高
生

は
、
川
に
飛
び
込
も
う
と
し
た
男
・

小
林
稔
侍
さ
ん
を
引
き
止
め
る
と
い

う
出
会
い
の
場
面
が
ふ
れ
あ
い
橋
で

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
二
人
の
野
菜
作

り
の
場
面
で
は
、
市
内
の
農
家
の
皆

さ
ま
が
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月　

日　

・　

日　

午
後
９
時

２４

（水）

２５

（木）

〜　

時　

分

１０

５４

■
テ
レ
ビ
朝
日
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場

「　

の
資
格
を
持
つ
女
」
Ⅱ

１００

　

バ
ツ
イ
チ
で
資
格
マ
ニ
ア
の
警
察

事
務
員
・
美
千
花（
渡
辺
え
り
）と
、

同
じ
バ
ツ
イ
チ
で
刑
事
の
小
山
田（
草

刈
正
雄
）
が
難
事
件
の
解
決
に
挑
む

サ
ス
ペ
ン
ス
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

今
回
は
、
向
川
原
市
営
住
宅
で
ロ

ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月　

日　

午
後
９
時
〜　

時　

２７

（土）

１０

５４

分

■
６
月
の
保
育
園

▼
誕
生
日
会

　
　

日　

午
前　

時
〜　

時
／
未
就

１９

（金）

１０

１１

学
児
と
保
護
者
対
象
※
誕
生
月
で
な

く
て
も
参
加
可
／
あ
ら
い
保
育
園

（
1　

・
６
１
３
２
）

５９１

▼
園
庭
で
遊
ぼ
う

　
　

日　

午
前
９
時　

分
〜　

時
※

２２

（月）

３０

１１

雨
天
の
場
合
は
保
育
室
／
未
就
学
児

と
保
護
者
対
象
／
た
か
は
た
台
保
育

園
（
1　

・
２
２
３
１
）
へ
申
込

５９１

▼
誕
生
会
・
水
あ
そ
び

　
　

日　

午
前　

時
〜　

時
※
雨
天

２４

（水）

１０

１１

実
施
／
未
就
学
児
と
保
護
者
対
象
／

６
月
生
ま
れ
の
方
は
写
真
持
参
※
誕

生
カ
ー
ド
に
使
用
／
し
ん
さ
か
し
た

保
育
園
（
1　

・
８
２
７
７
）

５８４

▼
七
夕
ま
つ
り
会

　

７
月
３
日　

午
前　

時
〜　

時
／

（金）

１０

１１

未
就
学
児
と
保
護
者
対
象
／
た
か
は

た
保
育
園
（
1　

・
２
６
７
９
）
へ

５９１

申
込

午
後
２
時
〜
４
時
／
中
央
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
先
着　

人
／　

円
（
茶
菓
子

４０

１００

代
）
／
マ
イ
ポ
ッ
ト
持
参
／
中
央
公

民
館
（
1　

・
７
５
８
０
）

５８１

▼
木
曜
談
話
室
〜
ら
く
ら
く
俳
句
の

会
…
７
月
２
日　

午
後
２
時
〜
４
時

（木）

／
中
央
公
民
館
高
幡
台
分
室
／
兼
題

・ 
万 ばん 
緑 
／
案
内
人
・
川
島
正
雄
氏
・

り
ょ
く

石
田
欣
峯
氏（
高
齢
者
市
民
企
画
者
）

／
先
着　

人
／
上
履
き
、
筆
記
用
具

２０

持
参
／
同
分
室（
1　

・
０
８
６
４
）

５９２

■
ひ
の
市
民
大
学
・
実
践
女
子
大
学

連
携
講
座
「
初
期
浮
世
絵
の
世
界
〜

師
宣
、
政
信
、
春
信
」

　

６
月　

日　

、
７
月　

日　

、
９

２０

（土）

２５

（土）

月
５
日　

午
後
３
時
〜
５
時
／
市
役

（土）

所
５
階　

会
議
室
※
直
接
会
場
へ
／

５０５

講
師
・
佐
藤
悟
氏
（
実
践
女
子
大
学

教
授
）
／
先
着　

人
／
中
央
公
民
館

７０

（
1　

・
７
５
８
０
）

５８１

■
高
齢
者
市
民
企
画
（
概
ね　

歳
以

６０

上
の
方
対
象
・
事
前
申
込
）

▼
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば
…
６
月　

日　
２７

（土）

■
ク
レ
マ
チ
ス
写
真
展

　

６
月　

日　

ま
で
の
午
前
９
時
〜

２１

（日）

午
後
５
時
※　

日　

は
除
く
／
環
境

１５

（月）

情
報
セ
ン
タ
ー
／　

日　

の
午
後
２

２１

（日）

時
に
撮
影
者
・
三
池
田
修
氏
に
よ
る

解
説
�
／
同
セ
ン
タ
ー
（
1　

・
１

５８１

１
６
４
）

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
入
門
講
座

　

７
月
３
日　

…
高
幡
図
書
館
（
1

（金）

　

・
７
３
２
２
）
、
７
月
７
日　

…

５９１

（火）

り�
あ�

多
摩
平
図
書
館（
1　

・
２
５
６
１
）

５８３

／
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
／
小

３０

１１

３０

学
校
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
保

護
者
（
成
人
市
民
）
対
象
／
各
回
先

着　

人
／
詳
細
は
各
図
書
館
へ
問
い

１５
合
わ
せ
を

■
日
野
宿
楽
市
楽
座
文
化
講
座

▼
七
夕
祭

　

７
月
１
日　

〜　

日　

午
前
９
時

（水）

１０

（金）

　

分
〜
午
後
５
時
※
入
館
は
午
後
４

３０時　

分
ま
で
。
月
曜
休
館
／
日
野
宿

３０
本
陣
／
大
人　

円
、
小
人　

円

２００

５０

▼
七
夕
の
話
と
七
夕
飾
り
を
作
る
会

　

７
月
４
日　

午
前　

時
〜
正
午
／

（土）

１０

日
野
宿
交
流
館
／
講
師
・
枝
川
寿
子

氏
（
室
礼
三
千
専
任
講
師
）
／
先
着

　

人
／　

円
（
材
料
費
）
／
ハ
サ
ミ

２０

５００

持
参
／
６
月　

日　

ま
で
に
新
選
組

２７

（土）

の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
1　

・
５
１

５８３

０
０
）
へ

を
指
揮
し
な
が
ら
多
摩
地
域
の
開
発

を
促
進
し
て
い
っ
た
が
、
伊
奈
忠
次

は
、
武
蔵
国
足
立
郡 
小  
室 
陣
屋
（
埼

こ 

む
ろ

玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
）を
拠
点
に
、

利
根
川
・
荒
川
な
ど
の
流
域
を
中
心

に
開
発
を
進
め
て
い
っ
た
。
慶
長　
１８

年
（
１
６
１
３
）
頃
に
代
官
頭
が
消

滅
す
る
と
、
伊
奈
忠
次
の
次
男
半
十

郎 
忠  
治 
の
系
統
が
、
代
々
関
東
郡
代

た
だ 
は
る

（
但
し
、
幕
府
の
職
制
上
は
「
代
官
」

で
あ
る
）
の
位
置
に
あ
り
、
広
大
な

１
）に
は
百
草
、
同
３
年
に
は
上
田
、

寛
延
２
年
（
１
７
４
９
）
に
は
万
願

寺
と
宮
の
４
カ
村
が
、
伊
奈
半
左
衛

門
忠
逵
の
管
轄
に
組
み
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
忠
逵
は
伊
奈
甚
太
郎
貞
長
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
、正
徳
２
年（
１

７
１
２
）
伊
奈
忠
順
の
養
子
と
な
り

遺
領
を
相
続
し
て
い
る
。
８
代
将
軍

吉
宗
と
は
、
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
、
郡
代
の
在
職
期
間
も
実

に　

年
の
長
き
に
及
び
、
特
に
吉
宗

３８

ま
た
、
鷹
場
制
度
の
復
活
に
当
っ
て

は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
将

軍
の
鷹
狩
り
の
設
定
や
、
鷹
場
の
管

理
や
取
締
り
の
事
務
は
、
忠
逵
の
役

所
で
あ
る
江
戸
馬
喰
町
屋
敷
（
中
央

区
）
で
処
理
さ
れ
た
。

　

日
野
市
域
の
周
辺
に
は
、
幕
府
の

鷹
場
と
は
異
な
る
御
三
家
の
尾
張
家

鷹
場
や
、
鷹
の
訓
練
を
す
る 
御  
捉  
飼  

お
と 
ら
え 
か
い

 
場 
が
分
布
し
て
お
り
、
日
野
本
郷
に

ばは
尾
張
家
鷹
場
の
境
界
を
示
す 
杭 
が

く
い

立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
鷹
場
の
負
担

で
あ
る
鷹
場
人
足
を
勤
め
る
村
も
あ

っ
た
。
鷹
狩
り
は
、
鷹
を
通
し
て
獲

物
を
捕
ま
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

効
用
は
軍
事
訓
練
、
民
情
視
察
、
農

村
支
配
、
家
臣
の
気
風
の
養
成
な
ど

に
あ
っ
た
。
忠
逵
は
農
民
を
慈
し
ん

だ
が
、
賞
罰
に
は
厳
し
か
っ
た
と
い

う
。
在
職
中
に
は
四
度
に
わ
た
り
謹

慎
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
い
る
。
寛
延
３

年
（
１
７
５
０
）
に
職
を
養
子
の
忠

辰
に
譲
り
隠
居
し
、
宝
暦
６
年
（
１

７
５
６
）　

月
、　

歳
で
没
し
た
。

１１

６７

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員　

村
上
直
）

���

　

天
正　

年
（
１
５
９
０
）
８
月
、

１８

徳
川
氏
が
正
式
に
江
戸
城
へ
入
城
し
、

そ
れ
ま
で
君
臨
し
て
い
た
小
田
原
北

条
氏
に
代
わ
っ
て
、
関
東
領
国
支
配

を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
と
き
、
地
域
開
発
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
は
、
伊
奈
忠
次
、

大
久
保
長
安
、
彦
坂
元
正
、
長
谷
川

長
綱
の
代
官
頭
た
ち
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
大
久
保
長
安
は
、
八
王
子
（ 
小  お

 
門 
陣
屋
）
を
拠
点
に
関
東
十
八
代
官

か
ど

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
���
��

�
��

�
�

地
域
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
忠
治
は
や
が
て
赤
山
陣
屋

（
埼
玉
県
川
口
市
）
に
拠
点
を
移
し
、

以
後
、 
忠  
克 
・ 
忠  
常 
・ 
忠  
篤 
・ 
忠  
順 

た
だ 
か
つ 

た
だ 
つ
ね 

た
だ 
あ
つ 

た
だ 
の
ぶ

・ 
忠  
逵 
・ 
忠  
辰 
・ 
忠  
宥 
・ 
忠  
敬 
・ 
忠 

た
だ 
み
ち 

た
だ 
と
き 

た
だ 
お
き 

た
だ 
ひ
ろ 

た
だ

 
尊 
ま
で
継
続
し
た
が
、寛
政
４
年（
１

た
か７

９
２
）に
忠
尊
が
改
易
に
な
る
と
、

関
東
郡
代
は
、
勘
定
奉
行
の
兼
職
に

な
っ
た
。

　

日
野
市
域
に
も
伊
奈
氏
の
支
配
が

及
ん
で
お
り
、
寛
保
元
年
（
１
７
４

の
享
保
の
改
革
に
お
い
て
は
、
そ
の

民
政
を
支
え
て
お
り
、
支
配
領
域
も

　

万
石
か
ら　

万
石
に
及
ん
だ
と
い

２５

３５

う
。
勿
論
、
こ
の
な
か
に
多
摩
郡
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

忠
逵
の
事
績
の
な
か
に
は
、
伊
奈

流
の
伝
統
を
伝
え
る
関
東
諸
河
川
の

補
強
工
事
や
普
請
、
さ
ら
に
洪
水
の

際
の
難
民
救
済
な
ど
が
あ
り
、
享
保

　

年
（
１
７
３
３
）
に
は
勘
定
吟
味

１８役
上
首
の
役
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

▲

赤
山
陣
屋
跡
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

乗
鞍
高
原
は
、
６
月
に
は
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
が
開
花
す
る
初
夏
を
迎
え
ま

す
。
高
原
散
策
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

テ
ニ
ス
な
ど
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
日
野
山
荘
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

乗
鞍
高
原
は
国
立
公
園
の
中
で
も

最
も
規
制
の
厳
し
い
特
別
保
護
区
に

指
定
さ
れ
、
手
付
か
ず
の
自
然
を
体

験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

７
月
か
ら
乗
鞍
岳
畳
平
へ
向
か
う

乗
鞍
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
が
開
通
し
ま
す
。

■
日
野
山
荘
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

▼
信
州
サ
ー
モ
ン
祭
り（
６
月
下
旬
）

　

信
州
独
自
の
サ
ー
モ
ン
を
、
コ
ー

ス
料
理
の
中
で
提
供

▼
下
原
ス
イ
カ
バ
イ
キ
ン
グ
（
７
月

下
旬
）

　

波
田
産
有
名
ブ
ラ
ン
ド
ス
イ
カ
が

バ
イ
キ
ン
グ
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▼
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
湯
（
毎
週
金
曜
・

土
曜
日
）

　

ひ
の
き
の
湯
（
６
月
）
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
湯
（
７
月
）

※
い
ず
れ
も
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▼
予
約
・
問
合
せ
先

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
7
０
１
２
０
・

 
３  
０  
８ 
・ 
５  
１ 
３
   

5（
仮
予
約
）０

さ
ん 
そ
ー 

は 

こ
こ 
い
い
サ 
ー
ビ
ス

２
６
３
・　

・
２
７
８
０

９３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
仮
予
約
）
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
施
設
案
内
↓

日
野
市
の
保
養
施
設
↓
日
野
山
荘
）

※
予
約
希
望
の
２
カ
月
前
か
ら
予
約

可
。
後
日
確
認
後
に
本
予
約

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

八
ケ
岳
高
原
大
成
荘
の
あ
る
山
梨

県
清
里
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

爽
や
か
な
高
原
の
空
気
は
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

周
辺
に
は
清
泉
寮
な
ど
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
ほ
か
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
や
温
泉
施
設
も
豊
富
で
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
敷
地

内
で
、
高
原
の
可
愛
ら
し
い
花
々
を

巡
る
「
ミ
ニ
自
然
観
察
会
」
や
屋
上

か
ら
満
天
の
夜
空
が
見
ら
れ
る
「
星

空
観
望
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
せ
先

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
7
０
１
２
０
・

 
４  
８ 
９
   

・
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（
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大
成
荘
指
定

管
理
者
・
日
野
市
企
業
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kousha.

jp

）
か
ら
空
室
情
報
や
予
約
用
メ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
あ
り
※
後
日
確
認
後
に

本
予
約
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▲日野山荘全景

▲大成荘と夏雲 ▲サラシナショウマ
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